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産学官連携によるバイク（自転車）シェアリングの社会実験について 
 
◎日本初となる産学官によるバイクシェアリング社会実験を実施する。 
 
○ 社会実験の目的 
  バスのネットワークでは補えない地域の交通手段や地域商業の活性化、地

球温暖化対策として、マイカーに替わる新たな交通システムであるバイク（自

転車）シェアリングの有効性について、ドイツやフランス等で普及し始めて

いるバイクシェアリングシステムを活用し、産学官の連携により社会実験を

行う。 

 
    
 
                  
 
 
 
 
○ 実施時期  2010 年 9 月 1 日から 2013 年 3 月（予定）まで 
  
○ 社会実験の実施エリアと利用対象 
  社会実験では、バスのネットワークシステムでは補えない地域への有効性

や地域商店会の活性化、環境問題などを検証していく必要から地区には大規

模団地や８つの商店会、学校等が点在する辻堂地区から開始する。また、段

階的に鵠沼海岸や辻堂駅北方面へバイクステーションの拡大を図る。 

  また、今回の社会実験では、学生や市民、観光客、法人など利用者を幅広

く捉え、新たな交通システムの有効性を考える。 

 
○ ステーション 

配置イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 

バイクステーションイメージ 

バイク（自転車）のイメージ 



○ 実施に向けた連携協力体制 
今回の社会実験を行うために、産学官の連携協力により実施するものとする。 
     
    （１） （株）ペダル  ヨーロッパスタイルのバイクシェアリング

システムの開発研究や普及を行う。昨年のビ

ジネスコンテストで同様のシステムが大賞を

受賞。バイクシェアリングの運営管理を行う。 
    （２） 湘南工科大学  辻堂駅南側に位置し、工学系大学として工

学系人材の育成などに努めており、今回の利

用状況の把握やデータ分析等を行う。 
    （３） 藤沢市     地元大学及び地元で研究を進めるベンチャ

ー企業と新たな交通システムを考えるために

普及啓発や公共用地の提供などの協力をする。 
 
○ 携帯電話を利用したシステム 
会員登録から利用申込、ステーションの位置情報や空き自転車情報、利用履歴

の確認など携帯電話により簡単に利用可能。 
 

○ 利用料金 （予定） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
○ バイクステーションイメージ     ○湘南工科大ステーション予定地 
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（別表） 


